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読書メモ
1. 日本国紀　-私たちは何者なのか-　百田　尚樹（ひゃくた　なおき）　幻冬舎（つづき）
2.置かれた場所で咲きなさい　渡辺　和子　（わたなべ　かずこ）　　幻冬舎
（1927年2月、教育総監・渡辺錠太郎の次女として生まれる。51年、聖心女子大を経て54年上智大学大学院修了。ノートルダム清心女子大学（岡山）教授を経て90年3月まで同大学学長。現在ノートルダム清心学園理事長。2016年12月30日、89歳にて死去）
1. 日本国紀(つづき)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「永遠の０」、「海賊とよばれた男」などのヒット作を生んだ百田氏が古代から現代までの日本通史を著したこの本は発売前から重版となるほどの話題を呼び、既に売り上げは40万部を超えているとされる。但し、現在、いろいろな話題を呈している。一つには、かなりの部分にコピペがあるとの批判がある。現時点では、500ページのうち、およそ15ページ（3％）がウィキペディアなどからコピペ改変との指摘がある。
それに加えて現在、提起されているものをいくつか挙げてみると：　　　　　　　　　　　　　①神話からではなく縄文時代から記述が始まる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－＞確かに、通常このような著作の場合、縄文以前の状況が記載されているのが普通と思う。ただし、ページ数が限られているし、著者は、むしろ近代に注目して記載しているのではなかろうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　② 古事記・日本書紀ではなく中国の史書を重視して記述している箇所が複数ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－＞著者の見解を導くうえで、有用な文献を利用していると思う。これは、特段問題はないように思える。
③現皇室は継体天皇から始まったと王朝交代説を支持している。継体天皇について、著者は、「現在、多くの学者が継体天皇の時に、皇位簒奪（こういさんだつ：本来、地位の継承資格がない者が、その地位を奪取すること）が行われたのではないかと考えている。私も十中八九そうであろうと思う。つまり現皇室は継体天皇から始まった王朝ではないかと想像できるのだ」（30ページ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－＞これまで天皇は「万世一系：ばんせいいっけい」(日本の天皇は、すべて初代神武天皇の男系子孫であるという考え方。男親をたどっていけば祖先に神武天皇にあたるという血筋)という考え方があったが、これに該当しないことになる。これについては、現在、各分野から多くの議論が巻き起こっている。
その他、気づいたことは、 戦前は忠臣とされた楠木正成を「悪党」と記載されている。(110ページ)。ここでは、表題そのものが「悪党　楠木正成の挙兵」となっている。また、「悪党」と記載された理由も明確でない。この部分については、著者の意図が全く不明。追加の説明が必要と思われる。
また、一つ、参考になる部分がある。それは、「言霊主義（ことだましゅぎ）」（393ページ）ということである。著者コメントによると、「言霊主義の悪しき面をみる。つまり、悪い結果は、口にしないし、想定もしない。　いいことだけをいう。」ミッドウェー海戦でこのことが表れ(下記参照)、この後も日本軍は、「言霊主義」にとらわれ太平洋の各戦場で独りよがりの作戦を立てて敗北を重ねていく。この点は、現代にも通じるポイントではないかと思う。
ミッドウェー海戦の海戦前のシミュレーションで、日本の空母に爆弾が命中して沈没するという事態になった時、参謀の一人が「今のは、やり直し」ということで、被害ゼロのシミュレーションにて図上演習を続けた。また、作戦前に「もし敵空母がやってきたら」と問われた航空参謀は「鎧袖一触（がいしゅういっしょく）：相手に対して刀を抜くまでもなく鎧の袖を当てただけで倒してしまう」とこともなく答えている。敵空母が来たら、当然、損害もありうる。それをどうするかというのが参謀の役目なのに、対策や検討を打ち切っている。
　様々な議論はあるが、日本国紀が大きな議論を呼ぶ著書であることには間違いがないと思う。この本が、多くの人が我が国の歴史に興味と関心を持ち、理解を深めるきっかけとなることは、必ずしも悪いことではないと思う。
2. 置かれた場所で咲きなさい　　渡辺　和子　（わたなべ　かずこ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感想：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①この本は、以前、新聞やテレビで紹介されて一度は、読んでみようと思い購入した。著者は、父の錠太郎氏が、陸軍中将として旭川第7師団だったときに生まれた。9歳の時2.26事件の際、自宅にて著者の目の前で、青年将校に襲撃され、死亡した（このとき教育総監）これは、著者にとって強烈な体験であったあろう。錠太郎氏は、小学校までしか学校に行かせてもらえなかったが、独学で中学の課程を済ませ、陸軍士官学校に入学、さらに陸軍大学校では、恩賜の軍刀をいただいて卒業。外国駐在武官として第一次世界大戦後、ドイツ、オランダなどに駐在し、身をもって経験したことそれは、「勝っても負けても戦争は国を疲弊させるだけ、したがって、軍隊は強くてもいいが、戦争だけはしてはいけない」と主張していた。これは、戦争にひた走ろうとする人々にとってのブレーキであり、その人たちの手によっていつかは、葬られることも覚悟していたと思われると著者は、述べている。
　②著者が、36歳の時、二代目学長の急逝を受けて、三代目の学長に任命され、岡山という初めての土地、思いがけない役職、未経験の事柄の連続の中で自信を喪失していた時、一人の宣教師が短い英語の詩を渡してくれた。その詩の冒頭の一行、「置かれたところで咲きなさい」という言葉だったとのことである。また、続けて、「咲くということは、仕方がないとあきらめることでは、なく、笑顔で生き周囲の人々も幸せにすることなのです。」「置かれたところこそが、今のあなたの居場所なのです」との記述がされていたとのことである。この言葉により、著者は、生き方を変えたとのことである。
③この本の内容は、普通の日常でありながら、物の考え方や見方を別の角度から考えることの必要性を感じ、参考になる。（私は、キリスト教徒ではないが、素直にうなずかされる部分が多い。）自分の置かれた場所から逃げないで、生き甲斐を持って、幸せに生きていく事の大切さを教えてもらえる。（人を変えようとするより、自分自身の発想の転換でよい方向へ導かれる）。
④また、次のようなことも記載されている。「どうしても咲けない時もあります。雨風が強い時、日照り続きで咲けない日，そんな時には、無理に咲かなくていい。その代わりに、根を下へ下へと降ろして、根を張るのです。次に咲く花が、より大きく、美しいものとなるために」。これは、不安になった時、迷ったとき、心を落ち着かせてくれる内容である。
メッセージの抜粋：
・どんな所に置かれても花を咲かせる心を持ち続けよう。（境遇を選ぶことは、できないが、生き方を選ぶことはできる。「現在」というかけがえのない時間を精一杯生きよう）。
・結果がよかった時は、人の功績に。悪かった時は、自分が悪者になる。（委ねるということは、人に感謝するとともに、自分自身に責任を持つこと）。
・現実が変わらないなら、悩みに対する心の持ちようを変えてみる（悩み疲れる前に、別の視点から考えてみよう。たとえ悩みは消えなくても、勇気が芽生える）。
・自分が積極的に動いて、初めて幸せを手に入れることができる。（他人任せでは、幸せは得られない。自分が光となって世の中を照らそう）。
・子供は、親や教師の「いう通り」にならないが、「する通り」になる（子供に何かを伝えるのに言葉はいらない。ただ、誠実に努力して生きていくだけでいい。）　
・ありのまま受け入れたとき、相手の秘めた可能性が開花する。（誰にも「成熟に向かって前進する力」が潜んでいる。相手を信じて、尊敬することから始めよう）。
・倒れても立ち上がり、歩き続けることが大切（時には、立ち止まって休んでもいい。再び歩き出せるかかが、目標達成の分かれ道）。
・毎日を「私の一番若い日」として輝いて生きる。（歳をとることは、悲しいことではない。新しい何かにチャレンジして、いつも輝いていよう）。　　　　　　　　　　　　　　　
・人生にポッカリ開いた穴からこれまでに見えなかったものが見えてくる（思わぬ不幸な出来事や失敗から本当に大切なことに気付くことがある）。　　　　　　　　　　　　　　　以上
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